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好評販売中
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国立劇場おきなわ 新国立劇場 芸術文化振興基金

国立劇場 国立演芸場 国立能楽堂 国立文楽劇場 伝統芸能情報館
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初代国立劇場さよなら公演

7月歌舞伎鑑賞教室
7月3日（月）～24日（月）（休演日等は中面を参照）
料金   1等席4,500円・2等席3,000円・学生1,800円
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第1部【親子劇場】10時30分開演
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        閻魔王宮より釜煮の段

第2部【名作劇場】13時30分開演
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        四段目
           井戸替の段・杉酒屋の段・道行恋苧環
           鱶七使者の段・姫戻りの段・金殿の段
           入鹿誅伐の段

第3部【サマーレイトショー】18時30分開演
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    住吉鳥居前の段・釣船三婦内の段・長町裏の段

解説　歌舞伎のみかた  　澤　村　宗 之 助

竹田出雲・三好松洛・並木千柳＝作
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 一幕

　　　　　　　 －引窓－
八幡の里引窓の場

捕らえるべきか、逃がすべきか―
明暗を分けたのは月の光

初代国立劇場で開催する最後の歌舞伎鑑賞教室は、互いを
深く想いやる家族のドラマを詩情豊かに描いた不朽の名作
を、充実した配役でご覧いただきます。

※ 公演日程につきましては、本誌中面又は右記
　ＱＲコードからウェブサイトをご参照ください。
※ 本公演の「プログラム」と、歌舞伎の基礎知

識を解説した「歌舞伎読本」付きです！
※本公演には竹本の詞章の字幕の表示があります。

国立劇場・国立演芸場・国立能楽堂・国立文楽劇場 新国立劇場  国立劇場おきなわ 

検 索国立劇場チケットセンター 検 索新国立劇場 検 索国立劇場おきなわチケットカウンター

※学生・障害者等、各種割引あり。詳しくは各劇場にお問合せください。　本誌掲載の公演チケット料金は、すべて税込みです。

/03-3230-3000［一部IP電話等］（10時〜18時） （10時〜18時） （10時〜17時30分）

初代国立演芸場さよなら公演

特別企画公演「親子で楽しむ演芸会」
7月30日（日） 11時30分・15時30分開演
料金   【親子割引（親）】2,300円　【一般】3,000円
 【親子割引（子）】1,000円　【学生】2,100円 
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解説と落語　　　春風亭　柳枝

時代劇コント　　カ ン カ ラ
講　談　　　　　一龍斎　貞友
　　　　― 　仲入り　 ―

奇　術　　　　　マジックジェミー

落　語　　　　　三遊亭　遊雀

中　村　芝　　翫

市　川　高 麗 蔵

中　村　松　　江

坂　東　彦 三 郎

中　村　梅　　花

中　村　錦 之 助

南与兵衛
後ニ南方十次兵衛
女房お早

平岡丹平

三原伝造

母お幸

濡髪長五郎

ご案内ページはこちら！

夏休み文楽特別公演
7月22日（土）～ 8月13日（日）　※8月1日（火）は休演
料金  　　　　【第1部】（均一） 4,800円 (子ども（18歳以下）1,900円）
　　　　　　　                 親子料金：親4,000円、子1,500円
 　　　　　   ※保護者の方とお子さま各1枚以上を組み合わせた特別料金です。

　　　　　　　    【第2部】1等 6,500円/ 2等 3,800円
　　　　　　　    【第3部】1等 5,000円/ 2等 3,800円 好評販売中

国立劇場・国立演芸場・国立能楽堂・国立文楽劇場　
夏休み親子企画 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       特設サイトはこちら！

 7月16日（日）・20日（木）～24日（月）
 11時/14時30分開演
 ※20日（木）は14時30分開演のみ。

お勤め帰りにおすすめの公演です。
社会人のための歌舞伎鑑賞教室 7月6日（木）・20日（木）18時30分開演

親2,500円（1等席）・2,000円（2等席）・子1,500円
※保護者の方とお子さま各１枚以上を組み合わせた特別料金です。

お子様とご一緒にお楽しみいただけます。
親子で楽しむ歌舞伎教室

通常の歌舞伎鑑賞教室と同様の演目・出演者・料金でお楽しみいただけます。

親子
料金

通し
狂言

歌舞伎読本

日本語

English site

https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/kokuritsu_l/2023/5711.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/bunraku/2023/5197.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2430.html?lan=j
https://ticket.ntj.jac.go.jp/oyako2023/index.html


7月 新国立劇場 7月 国立劇場おきなわ
オペラパレス 中劇場 小劇場 大劇場 小劇場

1 土 ―

オペラ公演
新国立劇場
開場25周年記念公演

「ラ・ボエーム」

牧阿佐美バレヱ団公演
「三銃士」
▶03-3360-8251

1 土

2 日 14：00 2 日

3 月 ― 3 月

4 火 ― 4 火

5 水 14：00 5 水

6 木 ― 6 木

7 金 ― 7 金 かりゆし芸能公演
劇団花道

▶劇団花道
090-9782-8568

8 土 14：00

「After Life」

▶東京グローブ座
03-3366-4065

15：00
演劇公演  ※プレビュー公演

「モグラが三千あつまって」

8 土 14：00 琉球舞踊鑑賞会

9 日 15：00 9 日 大城流寿美遙の会
横目ちはるひとり舞い「季」

▶横目
050-3199-1990

10 月 13：00

オペラ公演
新国立劇場 高校生のための
オペラ鑑賞教室 2023

「ラ・ボエーム」

10 月

11 火 13：00 11 火

12 水 13：00 12 水

13 木 13：00 13 木

14 金 13：00 19：00

演劇公演
「モグラが三千
　　　あつまって」

　

 視覚障害をお持
ちの方へのサポート
がございます。（定員
制、先着順、要予約）

 聴覚障害をお持
ちの方への字幕機貸
出サービスがござい
ます。（定員制、先着
順、要予約）

14 金

15 土 13：00 15：00 15 土

16 日 13：00 16 日 大伸座
「北谷シベー物語」

▶大伸座
090-9788-2402

17 月 13：00 17 月

18 火 ― 18 火

19 水 19：00 19 水

20 木 19：00 20 木

21 金 13：00 21 金 かりゆし芸能公演
女流組踊研究会めばな

▶ムーン企画
090-1368-6999

22 土 小林紀子バレエ・シアター第123回公演
「バレエ・ダブルビル2023」
▶03-3987-3648

13：00 22 土 14：00 親子のための組踊鑑賞教室
「二童敵討」

第28期同友会大学
第1講「記念公演」

▶県中小企業家同友会
098-859-6205

23 日 13：00 23 日

24 月 13：00 24 月

25 火 ― 25 火

26 水 13：00 26 水

27 木 13：00 27 木

28 金 13：00 
16：00 バレエ公演

こどものためのバレエ劇場 2023 
エデュケーショナル・プログラム

「白鳥の湖」

13：00 28 金

29 土 13：00 
16：00 14：00 オペラ公演

新国立劇場オペラ研修所 試演会
「Scenes Recital 2023」 

13：00 29 土

30 日 13：00 
16：00 14：00 13：00 30 日

31 月 31 月

7月 国立劇場 国立演芸場 国立能楽堂 7月 国立文楽劇場
大劇場 小劇場 文楽劇場 小ホール

1 土 1 土

2 日 千人鼓こころの祭り 
in国立劇場

▶望月太津友 
090-7131-5181 上席（2～10日）13：00 第44回 轍の会 ▶本田光洋

080-3020-5700 2 日 西崎流分家家元 
関西西崎会舞踊公演

▶関西西崎会 
090-8823-3346

上方落語百年の計～夏の
段「天下一浮礼屑選」～

▶林家染左事務局 
0797-88-1616

3 月 11：00 
14：30

歌舞伎鑑賞教室 
双蝶々曲輪日記 
　　　　　－引窓－ 
 
3日（月）～24日（月） 
※7日・17日は休演 
※詳細は表紙参照

3 月

4 火 11：00 
14：30 4 火

5 水 11：00 
14：30

第12回
日本創作舞踊東京公演

▶日本創作新舞踊協会
0774-39-8007

真一文字の会
～春風亭一之輔勉強会～

▶柳亭市馬事務所オフィスエムズ
03-6277-7403 13：00 定例 狂言「水掛聟」能「砧」 5 水

6 木 14：30 
18：30

創立四十周年記念
端唄協会合同演奏会

▶藤本秀禎・藤本秀統
03-3322-7931

桂宮治独演会
もっともっとその先へ
～半蔵門2023文月～

▶産経新聞社落語事務局 
03-3243-8343 第37回 久習會 ▶久習會事務所

03-3800-4606 6 木

7 金 ― 七夕四景 ▶柳亭市馬事務所オフィスエムズ
03-6277-7403 7 金

8 土 11：00 
14：30 花柳知蔵の会 ▶花柳知蔵

03-3472-3244 桂雀太独演会 ▶さかいひろこworks 
06-6155-5561 13：00 普及 狂言「魚説経」能「阿漕」 8 土 関西新舞踊協会

第15回記念舞踊公演
▶関西新舞踊協会本部 
090-3357-9019 桂文我独演会 ▶文我の会事務局 

090-1414-9883

9 日 11：00 
14：30

日本舞踊ダンサーズネットワーク
結成十一周年記念公演

▶日本舞踊ダンサーズネットワーク
080-5415-7443

がぶり四つ
鶴光・幸枝若二人会

▶宮岡博英事務所 
046-876-9227

故浅見真州三回忌追善 
代々木果迢会別会

▶銕仙会
03-3401-2285 9 日 竹本旭将独演会 ▶福井 

090-6664-3567

10 月 11：00 
14：30

藤間流藤盛会関東支部
舞踊会

▶藤間紋五郎
0298-21-1848 10 月

11 火 11：00 
14：30

玉井流創流記念
「玉の會」

▶玉井流本部
03-4362-0271 中席（11～20日）13：00 11 火

12 水 11：00 
14：30

長唄協会
夏季定期演奏会

▶長唄協会
03-6279-4749

立川志らく 
落語大全集～2023年夏～

▶ダニーローズ 
03-6407-0373 12 水

13 木 11：00 
14：30 扇珠会 ▶藤間禾寿也

03-3590-5765 13 木

14 金 11：00 
14：30 「社会人のための    

　　歌舞伎鑑賞教室」

「親子で楽しむ       
　　歌舞伎教室」

西﨑流若葉会
舞踊公演

▶西﨑波路
03-3536-4230 三遊亭遊馬独演会 ▶三遊亭遊馬 

090-6542-1647 14 金

15 土 11：00 
14：30 第61回舞踊みそみ会 ▶日本舞踊社

03-3973-6081 立川談笑独演会 ▶夢空間
0570-06-6600 15 土 大阪講談協会講談塾 

発表会／旭堂南陵一門会
▶大阪講談協会 
090-3725-4575

16 日 11：00 
14：30 第六回若由美会 ▶花柳若由美

090-1460-2871 第10回 洩花之能 ▶洩花之能事務局
03-3590-1802 16 日

17 月 ― 生田流協会
創立90周年記念演奏会

▶青野
080-5322-6554 桂雀々独演会 ▶ときめきチケットセンター 

03-6300-6510
座・SQUARE
第26回公演

▶髙橋忍
03-3334-3967 17 月

18 火 11：00 
14：30 18 火

19 水 11：00 
14：30

第20回 
立川談慶独演会 ▶サンライズプロモーション東京 19：00 国立能楽堂ショーケース

狂言「蚊相撲」能「杜若」 19 水

20 木 14：30 
18：30 20 木

21 金 11：00 
14：30 21 金

22 土 11：00 
14：30 二人会 ▶花柳絵美舞也

090-7022-2732 13：00 第534回 花形演芸会 善竹狂言会 ▶梅若インターナショナル 
080-1245-2713 22 土

夏休み文楽特別公演
 7月22日（土）～8月13日（日）
 ※8月1日は休演

■第１部 親子劇場〈10：30〉 
　「かみなり太鼓」
　解説　文楽ってなあに？
　「西遊記」
■第２部 名作劇場〈13：30〉
　「    妹背山婦女庭訓」
■第３部 サマーレイトショー
   〈18：30〉
　「夏祭浪花鑑」

 ※詳細は表紙参照

23 日 11：00 
14：30 第82回珠實会 ▶五條千嘉緒

03-3910-8393
演芸ワークショップ
楽しもう！演芸の世界

第7回 金春流能楽師  
中村昌弘の会

▶中村昌弘 
03-6671-2137 23 日 第64回 

古典を勉強する会
▶琴友会事務所 
06-6779-5460

24 月 11：00 
14：30 24 月

25 火 藤弥会／
第三回直三の会

▶藤間直三
03-3941-0872 25 火

26 水 26 水 13：00

第126回 
上方演芸特選会

27 木 けんこう一番！
第25回三遊亭兼好独演会

▶産経新聞社落語事務局
03-3243-8343 13：00 能楽普及イベント

せんだがや夏祭り in 国立能楽堂 27 木 13：00

28 金 13：30 舞踊公演
「親子で楽しむ日本舞踊」 28 金 13：00

29 土 日本舞踊協会　
東京支部舞踊会

▶日本舞踊協会東京支部
03-3533-6455 13：00 第535回 花形演芸会 13：00 ◎親子で楽しむ狂言の会

狂言「二人大名」狂言「菌」 29 土 13：00

30 日 第四十五回花ノ本会
花ノ本樹名披露目

▶花ノ本流事務所
03-3204-6239

女流杵五会二十回記念 
長唄　杵五会

▶杵屋五三丸
090-2647-0958

11：30
15：30

特別企画公演
「親子で楽しむ演芸会」

萬狂言ファミリー狂言会・
夏／萬狂言 夏公演

▶萬狂言
03-6914-0322 30 日 伝統文化の

源流に触れる
▶老人文化会議 山本
080-5340-3812

31 月 第2回卯女の会 ▶花柳奈卯女
03-3468-0375 31 月

今月・来月の注目はこちら

初代国立劇場さよなら公演
親子で楽しむ日本舞踊　　7月28日（金）
【体験】11時45分開始　※1回15分（3回実施）
ふれる	 はじめての日本舞踊体験！
【公演】13時30分開演（14時30分終演）
学 ぶ 日本舞踊を知ろう ご案内  若
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　ほか
料金  【体験】500円（※募集定員に達したため、申し込みを締め切りました。）

　　　【公演】親2,500円／子1,500円、一般3,000円／学生2,100円

8月企画公演　8月26日（土）　13時開演
◎蝋燭の灯りによる【特集・魂魄のゆくえ】
狂　言 「八

や
尾
お
」	 大藏 基誠（大蔵流）

能 「楊
よう
貴
き
妃
ひ
	玉簾」 金井 雄資（宝生流）

【八尾】河内国八尾の里からやってきた亡者。閻魔大王に無理やり地獄行
きにされそうになりますが、亡者が八尾の地蔵から預かった手紙を恐る恐る
差し出すと…。

【楊貴妃】　蓬莱宮に住む楊貴妃の霊は、玄宗皇帝との愛しい日々を追憶し、
舞を舞います。白居易の「長恨歌」を背景にした儚くも美しい名曲です。小
書「玉簾」により、宮殿は一層きらびやかな姿で立ち現われます。
料金  正面6,400円／脇正面4,900円／中正面4,000円
販売開始  《電話・Web》7月10日（月）10時／《窓口》7月11日（火）

普及公演 	親子のための組踊鑑賞教室「二童敵討」
７月22日（土）14時開演
古典の名作から「二童敵討」（玉城朝薫作）を、組踊研修修了生を
中心に上演します。勝連城主のあまおへが天下取りの野望のため逆
賊の汚名を着せて護佐丸を滅ぼします。生きのびた護佐丸の子、兄・
鶴松と弟・亀千代は父の仇を討とうと…。
本編に先立って第一部では、「組踊の楽しみ方」と題して、組踊の歴
史や鑑賞ポイントなどを楽しくご紹介します。この機会にお子さま、お
孫さまとご鑑賞ください。
料金   一般2,500円、親子2,500円

※ 親子チケットは、保護者の方とお子さま（3歳以上18歳以下）を組み
合わせた特別料金です。

※英語と日本語（現代語）による音声ガイドの無料貸出があります。
 

好評販売中 好評販売中国立劇場 国立能楽堂 オペラ 	ジャコモ・プッチーニ作曲
新国立劇場　開場25周年記念公演	ラ・ボエーム
6月28日（水）19時開演・30日（金）14持開演
7月2日（日）（※注）・ 5日（水）・ 8日（土）14時開演
※注：ライブ／オンデマンド配信があります。 ご案内ページはこちら！

【指揮】大野和士
【演出】粟國 淳
若き芸術家たちのロマンティックな物語『ラ・ボエーム』をお届けします。
19 世紀パリを再現した舞台美術と大野和士芸術監督自らの指揮でお
送りするプッチーニの甘美な音楽をお楽しみください。
料金   S席24,200円／A席19,800円／ B席13,200円／ C席7,700円 

 D席4,400円／ Z席（当日のみ）1,650円

好評販売中新国立劇場 国立劇場おきなわ

歌 舞 伎の怪 談 物
では、生身の人間
である役 者 の 芸
と様々な仕掛けに
よって、幽霊や妖
怪の超自然的な力
が表現されます。
本展では、客席か
らは知りえない怪
談物のつくりかた

の一端を、国立劇場所蔵の錦絵や番
付、舞台で使われる小道具など多様
な資料を用いてお見せします。
10時～18時開室、7月休室日：1日　
☎03-3265-7061（直）

伝統芸能情報館（国立劇場敷地内）

企画展「怪談物のつくりかた
─役者の芸と仕掛けの世界─」
開催中～8月20日（日）

展示情報
入場無料！
伝統芸能をさらに深く学べます。

落語や講談などの
演 芸速 記 本の多
くには口絵・挿絵
が添えられていま
す。それらは登場
人物の様子を読者
に印象付ける一方
で、本自体に華や
かさを添える役割
も持っていました。

本展では絵と速記本文との関係、そ
の変遷を見ていきます。
10時～17時開室、7月休室日：1・21・
24～26・28・31日　
☎03-3265-7061（直）

企画展「口絵・挿絵でたどる演芸速記本」
開催中～8月20日（日）

国立演芸場（１階演芸資料展示室）

文 楽の基 本 的内
容を解説する文楽
の入門展示。前期
は「こんなところ
にこんなものが‼」
といった、思わず

「へぇー」と言いた
くなるような、文楽
で行われている“リ
ユース”を中心にご

紹介します。文楽の世界で捨てずに
大切に使い続けられている様々なも
のをご覧いただき、文楽をより身近に
感じていただきます。
10時～18時開室、 7月休室日：なし
☎06-6212-2531（代）

入門展示「文楽入門」　
前期：7月22日（土）～9月30日（土） 
後期：10月14日（土）～11月26日（日）

国立文楽劇場（１階資料展示室）

チケット
お申込み 国立劇場チケットセンター 検 索

☎0570-07-9900（10時～18時） 初代国立劇場／国立演芸場さよなら公演
（貸劇場公演については、それぞれ記載の電話番号等にお問合せください。）

各劇場の主催公演 貸劇場公演 チケット
お申込み 国立劇場チケットセンター 検 索

☎0570-07-9900（10時～18時） チケット
お申込み 新国立劇場 検 索

☎03-5352-9999（10時～18時） チケット
お申込み 国立劇場おきなわチケットカウンター 検 索

☎098-871-3350（10時～17時30分）
東京 沖縄東京大阪

〈能楽鑑賞教室〉
等で初めて来場す
る方でも能楽への
理解を深められる
入 門 展 を行 いま
す。能のいでたち

（扮装）に注目し、
能の五番立に従っ
て主な登場人物を
面、装束、小道具

等によって展示します。
11時～17時開室、 7月休室日：1・3・
10・18・24・31日
☎03-3423-1331（代）

開催中～8月5日（土）
入門展「能楽入門」

国立能楽堂（１階資料展示室）

通し
狂言

https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/kokuritsu_l/2023/5711.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/kokuritsu_s/2023/5715.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2561.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2561.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2561.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2561.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2562.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2562.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2562.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2562.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2562.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2562.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/5341.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2602.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/engei/2023/2430.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/kokuritsu_s/2023/5715.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/nou/2023/7153.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/nou/2023/7154.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/nou/2023/7155.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/nou/2023/sendagayasummerfestival.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/nou/2023/7158.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/nou/2023/8136.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/bunraku/2023/5197.html?lan=j
https://www.ntj.jac.go.jp/schedule/bunraku_s/2023/5716.html?lan=j
https://www.nntt.jac.go.jp/opera/laboheme/
https://www.nntt.jac.go.jp/opera/laboheme/
https://www.nntt.jac.go.jp/opera/laboheme/
https://www.nntt.jac.go.jp/ballet/educational-programme-swanlake/
https://www.nntt.jac.go.jp/play/mogura/
https://www.nntt.jac.go.jp/play/mogura/
https://www.nt-okinawa.or.jp/performance-info/detail?performance_id=2422
https://www.ntj.jac.go.jp/tradition/event.html
https://www.ntj.jac.go.jp/engei/event.html
https://www.ntj.jac.go.jp/nou/event/2347.html
https://www.ntj.jac.go.jp/bunraku/event.html
https://www.nt-okinawa.or.jp/performance-info/detail?performance_id=2422


独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
で
は
、
伝
統
芸
能
の

次
代
の
担
い
手
を
養
成
す
る
た
め
、
歌
舞
伎
、
文
楽
、
能
楽
、

大
衆
芸
能
、
組
踊
の
各
分
野
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
だ
よ
り

能
楽
（
三
役
）
研
修
修
了
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

矢
野
昌
平
（
ワ
キ
方
福
王
流
・
第
八
期
能
楽
（
三
役
）
研
修
修
了
）

今月のTOPICSはこちら

　助成対象活動の募集は、毎年度１回、公募により行います（国
内映画祭等の活動、映画製作への支援については、毎年度２回募
集しています）。具体的な募集の時期・方法、助成の対象となる
活動等については、毎年度作成する募集案内で示しています。
　助成金の交付を希望する団体は、募集案内の定めるところに
より、助成金交付要望書及び団体概要等を独立行政法人日本芸
術文化振興会に提出いただきます。

◆助成対象活動の募集

　芸術文化振興基金運営員会において応募活動に対する審査を
行い、助成対象活動及び助成金の額を決定します。
　採択された助成対象活動については、「芸術文化振興基金助成
金交付要綱」及び「文化芸術振興費補助金による助成金交付要
綱」に定める所定の手続きを経て、助成金が交付されます。

◆助成対象活動の決定・助成金の交付

文化芸術活動に対する援助
独立行政法人日本芸術文化振興会では、芸術文化振興基金の運
用益による助成事業と、国からの補助金（文化芸術振興費補助金）
を財源とする助成事業及び委託事業を行っています。 芸術文化振興基金

ご支援（ご寄附）のお願い

芸術文化振興基金の概要
文化を通じた社会貢献の気運と、経済活動にお
いて文化の果たす役割に対する関心の高まりを
背景に、財界関係者、芸術文化関係者有志により

「芸術文化振興基金推進委員会」が結成され、資
金面での積極的協力が表明されたのを受け、平
成2年3月に国立劇場法の一部が改正され、芸術
文化振興基金が創設されました。基金の運用益
で、文化芸術団体等が行う普及・振興活動を継
続的・安定的に支援しています。

芸術文化振興基金による多様な芸術文化活動への安定的・継続
的支援を行うことが日本芸術文化振興会の使命だと思っており
ます。芸術文化振興基金の趣旨にご賛同いただき、格段のご協
力、ご支援をお願いいたします。

お問合せ   基金部企画調査課
TEL    03-3265-6302（平日10時〜18時）
メール   kikakuchosa-nt@ntj.jac.go.jp 芸術文化振興基金の

ご案内ページはこちら！

―
能
楽
と
の
出
会
い
・
能
楽
（
三
役
）

研
修
を
受
験
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

能
・
狂
言
の
舞
台
は
祖
母
に
連
れ
ら

れ
て
何
度
か
観
て
い
ま
し
た
が
、
研
修

同
期
の
人
達
の
よ
う
な
能
・
狂
言
の
実

技
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
将

来
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
た
時
に
、
た

ま
た
ま
日
経
新
聞
に
載
っ
て
い
た
記
事

を
見
た
の
が
受
験
の
き
っ
か
け
で
す
。

興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
応
募
前
に
個
別

に
国
立
能
楽
堂
を
訪
ね
、
応
募
に
至
り

ま
し
た
。
知
ら
な
い
こ
と
を
始
め
る
不

安
は
多
少
あ
り
ま
し
た
が
、
挑
戦
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

―
実
際
に
知
ら
な
い
世
界
に
飛
び
込
ん

で
み
て
、い
か
が
で
し
た
か
？

　

ま
ず
、
こ
の
世
界
に
入
っ
て
驚
い
た

の
は
、
現
代
劇
の
よ
う
に
一
つ
の
演
目

で
何
週
間
、
何
ヶ
月
と
稽
古
を
し
な
い

事
で
し
た
。
そ
れ
は
、
能
楽
が
長
い
歴
史

を
経
て
体
系
化
さ
れ
洗
練
さ
れ
て
き
た

か
ら
だ
と
い
う
事
を
、
自
分
自
身
が
お

稽
古
を
受
け
て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

囃
子
の
手
組
み
や
謡
の
詞
章
に
至
る

ま
で
、
無
駄
を
極
力
省
き
洗
練
さ
れ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
一
度
の
申
し
合
わ
せ

で
舞
台
を
成
立
さ
せ
ら
れ
る
の
が
能
で

す
。
逆
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

一
つ
の
気
の
緩
み
が
一
目
で
分
か
っ
て

し
ま
う
と
い
う
と
て
も
難
し
い
演
劇
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
能
の
歴
史
や
能
楽
師
と

し
て
の
心
構
え
を
研
修
期
間
中
に
様
々

な
先
生
方
に
教
え
て
い
た
だ
け
た
事

は
、
か
け
が
え
の
無
い
経
験
で
し
た
。

―
ワ
キ
方
と
い
う
仕
事
の
魅
力
は
な
ん

で
す
か
？

　

能
は
古
い
言
葉
を
使
う
の
で
理
解

が
難
し
い
で
す
が
、
わ
か
る
と
ド
ラ
マ

が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
演
じ
る
方
は
、
そ
の
役
に
思
い

が
あ
る
の
で
、
演
じ
て
い
て
満
足
感
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
お
客
様
に
伝
え
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
の
で
、
言
葉
を

は
っ
き
り
謡
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。
お
客
様
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
感

じ
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

―
現
在
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
ら
れ

て
い
ま
す
か
。

　

土
日
は
だ
い
た
い
舞
台
が
あ
り
、
そ

の
他
に
も
週
に
数
回
仕
事
が
入
っ
て
い

ま
す
。
ワ
キ
ツ
レ
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

こ
の
一
年
で
は
ワ
キ
を
四
～
五
回
勤
め

ま
し
た
。
一
か
月
ほ
ど
か
け
て
各
地
の

学
校
を
訪
問
す
る
公
演
も
あ
り
ま
す
。

三
月
の
青
翔
会
で
「
石
橋
」
の
ワ
キ
と

い
う
大
き
な
役
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
の
意
味
で
も
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

―
研
修
生
へ
の
応
募
を
検
討
す
る
方
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

あ
ま
り
先
の
こ
と
は
考
え
な
い
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
研
修
生
の

時
は
日
々
の
お
稽
古
で
精
い
っ
ぱ
い
で

大
変
で
し
た
が
、
そ
の
分
、
得
ら
れ
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
目
の
前
の
こ
と
を
こ
な
す
こ
と
が
大

事
で
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、

自
然
に
道
は
開
け
て
き
ま
す
。

第30回青翔会（令和5年3月14日）
半能「石橋 大獅子」

矢野昌平（やのしょうへい）
第8期能楽（三役）研修修了

「
春
の
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
」に

参
加
し
ま
し
た

　

五
月
二
十
八
日
、
国
立
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
春
の
キ
ッ

ズ
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
し
、
能
の

囃
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま

し
た
。
二
十
名
近
く
の
子
ど
も
達

が
参
加
し
、
普
段
な
か
な
か
触
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
四
種
類
の
楽

器
（
笛
・
小
鼓
・
大
鼓
・
太
鼓
）

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

笛
・
小
鼓
の
講
師
は
こ
の
三
月

に
研
修
を
修
了
し
た
研
修
修
了
者

が
担
当
し
、
優
し
く
分
か
り
や
す

い
指
導
で
、
参
加
者
も
楽
し
ん
で

演
奏
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
体
験
後
に
行
わ
れ
た

能
楽
師
に
よ
る
「
素
囃
子
」
演
奏

で
は
、
実
際
に
演
奏
の
難
し
さ
や

魅
力
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
息

の
合
っ
た
大
迫
力
の
演
奏
に
会
場

か
ら
は
力
の
入
っ
た
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

https://www.ntj.jac.go.jp/kikin.html
https://www.ntj.jac.go.jp/training.html
https://www.ntj.jac.go.jp/training.html


日本博2.0

動画

独立行政法人日本芸術文化振興会は、国立大学法人お
茶の水女子大学と連携及び協力に関する包括協定を締
結しました。当協定に基づき、授業『日本の伝統芸能』
が開講され、今年度は能楽、文楽、歌舞伎をテーマに
実施しています。4月から講座が始まり、5月には国立
劇場文楽公演の舞台鑑賞及びワークショップが行われ
ました。ワークショップでは竹本織太夫氏・鶴澤藤蔵
氏による太夫・三味線の解説があり、参加の皆様にも
実際に体験していただきました。参加者からは、「舞台
を観て三業（太夫・三味線・人形）がぴったり合って
いることに感銘を受けた」「今後、日本文化について尋
ねられた際に、今回の経験を活かしたい」といった感
想が寄せられました。ワークショップの最後には、8・9月文楽公演で上演され
る『菅原伝授手習鑑　寺子屋の段』の見せ場「いろは送り」の実演があり、一
同、圧倒的な世界観に引き込まれていました。

あなたも日本の文化芸術を支える〈立
パートナー

役者〉になりませんか。

Support Us

文化芸術復興創造基金
日本の多彩な文化芸術団体の活動を支援します。
 「舞台芸術・美術等」「地域文化」「文化財」「映画芸術」を応援できます。
お問合せ   基金部企画調査課
TEL    03-3265-6302（平日10時〜18時）
メール   kikakuchosa-nt＠ntj.jac.go.jp

くろごちゃんファンド（国立劇場基金）

日本の伝統芸能を未来へつなぐ、国立劇場各館を応援！
様々な伝統芸能の公演や、伝承者の養成、調査研究等を支援できます。
お問合せ   くろごちゃんファンド寄附担当
TEL    03-3265-6719（平日10時〜18時）
メール   donation＠ntj.jac.go.jp

【数量限定】「継続寄附」手ぬぐいプレゼントキャンペーン！【数量限定】「継続寄附」手ぬぐいプレゼントキャンペーン！

くろごちゃんファンドでは、「継続寄附」をお申込みいただ
いた全ての方に、国立劇場オリジナル手ぬぐいをプレゼン
トしております。キャンペーンは手ぬぐいが無くなり次第
終了となります。この機会にぜひお申込みください！

ご寄附のお願い

ご案内ページはこちら！

ご案内ページはこちら！

ご案内ページはこちら！

ご案内ページはこちら！

ご案内ページはこちら！

「日本博2.0」は、全国の博物館、美術館、劇場、芸術祭などを訪れその魅力を体感して
もらうことにより、『日本の美と心』を国内外に伝える取り組みです。

Japan Cultural Expo 2.0

日本芸術文化振興会ニュース　
令和5年7月号

令和5年6月20日発行（毎月1回20日発行）
通巻660号（昭和43年5月1日創刊）
発行　独立行政法人日本芸術文化振興会
〒102-8656　東京都千代田区隼町４–１
☎03-3265-7411（代表）
https://www.ntj.jac.go.jp
印刷　株式会社丸井工文社

■本誌面は日本芸術文化振興会のホームページでもご覧いただけます。

国立劇場・国立演芸場・伝統芸能情報館
〒102-8656　東京都千代田区隼町４-１　☎03-3265-7411（代表）https://www.ntj.jac.go.jp/
国立能楽堂
〒151-0051　東京都渋谷区千駄ヶ谷４-18-１　☎03-3423-1331（代表）https://www.ntj.jac.go.jp/nou.html
国立文楽劇場
〒542-0073　大阪府大阪市中央区日本橋１-12-10　☎06-6212-2531（代表）https://www.ntj.jac.go.jp/bunraku.html
新国立劇場
〒151-0071　東京都渋谷区本町１- １-１　☎03-5351-3011（代表）https://www.nntt.jac.go.jp/
国立劇場おきなわ
〒901-2122　沖縄県浦添市勢理客４-14-１　☎098-871-3311（代表）https://www.nt-okinawa.or.jp/

笑楽座２０２３
東京タワーや神田明神など外国人がよく訪れる観光名所
や、東京国立博物館などの文化施設で、落語・太神楽曲芸・
和妻・音曲などの定期公演やワークショップを開催し、
日本人が愛してきた寄席演芸に触れてもらうきっかけを
作ります。そのほか、宮城県の松島を舞台に落語・歴史

（史跡）・食をリンクさせたインバウンド向けツアーを実
施。今後日本三景を巡ります。年間を通して「笑い」や

「驚き」、「美」が盛りだくさんの寄席演芸の魅力を実演で
広めていきます。

「能楽を旅する」– Journey through Nohgaku –
“能楽を通した日本の再発見”をコンセプトとし、日本が
誇る最高峰の文化資源・「能楽」に様々な角度からアプ
ローチする企画。今回は、「文化×食×歴史×自然×景観」の
魅力がぎゅっと詰まった島（淡路島・佐渡島・竹生島・
宮島・沖縄本島）と、質の高い能楽鑑賞を組み合わせた
周遊ツアーを実施。更に、都内2か所の能楽堂で行うイン
バウンド向け体験・鑑賞講座やメタバースを活用した能
楽紹介など、能楽の魅力の見える化を目指します。

「落合陽一×日本フィルハーモニー交響楽団プロジェクトVOL.7」
日程：8月23日 ほか
会場：東京オペラシティ　コンサートホール ほか

「テクノロジーによるオーケストラの再構築」をテーマに
開催してきた、メディアアーティスト落合陽一氏と日本
フィルハーモニー交響楽団のコラボレーションプロジェ
クト第7弾が開催されます。オーケストラという世界共通
のフォーマットで、伝統音楽を含む日本の文化を探訪し、
共に楽しむ体験を世界に向けて発信します！

国立劇場くろごちゃんねる
演目   令和5年5月国立劇場文楽公演
　　　（①菅原伝授手習鑑 初段 ②菅原伝授手習鑑 二段目 ③夏祭浪花鑑）
出演   人形浄瑠璃文楽座 ほか
販売期間   配信中〜 7月9日（日）23時59分
　　　　  ※視聴期間は、レンタル日から2週間です。
視聴料金   各3,000円（税込）　 配信サイト   MIRAIL（ミレール）

©能楽協会

©Tomoko Hidaki

Streaming 

News

過去の公演記録映像を配信（有料・期間限定）します。

お茶の水女子大学と連携及び協力に関する包括協定を締結しました！

お知らせ

National Theatre Reconstruction ProjectNational Theatre Reconstruction Project
― Towards a New Adventure ―

国立劇場・国立演芸場、伝統芸能情報館は、再整備のため令和5年10月末に一旦国立劇場・国立演芸場、伝統芸能情報館は、再整備のため令和5年10月末に一旦閉場・閉場・
閉館し、令和11年度に新施設として生まれ変わります。閉館し、令和11年度に新施設として生まれ変わります。

初代国立劇場さよなら特別公演のご紹介
８・９月文楽公演　８月31日（木）～９月24日（日）

第一部・第二部では5月公演から続く通し狂言『菅原伝授
手習鑑』の三段目と四段目を上演するほか、新劇場の豊か
な前途を祈念して『寿式三番叟』を上演します。第三部で
は近松門左衛門の世話浄瑠璃の金字塔『曾根崎心中』をお
届けします。
電話・インターネット予約開始   7月14日（金）10時
窓口販売開始   7月15日（土）10時

８月声明公演『長谷寺の声明』　８月５日（土）

初代国立劇場の声明の聴き納めは、第一回声明公演で上演
された真言宗豊山派による『大般若転読会』です。また、長
年国立劇場の声明公演を支えてきた迦陵頻伽聲明研究会の
メンバーによる、解説・お話もございます。
電話・インターネット予約開始   販売中
窓口販売開始   販売中

８月舞踊公演『舞踊名作集Ⅲ』　８月11日（金・祝）

多彩な魅力を湛える日本舞踊の名作を、重鎮、中堅から気
鋭の若手まで、第一線で活躍する舞踊家の競演によりお楽
しみいただく、大劇場でのシリーズ公演〈舞踊名作集〉の
集大集大成で“舞い納め”となります。
電話・インターネット予約開始   販売中
窓口販売開始   販売中

未来へつなぐ国立劇場プロジェクト未来へつなぐ国立劇場プロジェクト

https://www.ntj.jac.go.jp/future/schedule.html
https://japanculturalexpo.bunka.go.jp/
https://www.ntj.jac.go.jp/national_theatre_online.html
https://www.ntj.jac.go.jp/about/donation.html



